村上春樹のアメリカ黒人文化とジャズ : 『ノルウェイの森』と『海辺のカフカ』におけるジョン・コルトレーン表象から by 佐久間 由梨


































2 Seats, Stretcher, Rubin などを参照のこと。 



































































                                                                 
3 村上春樹の店の常連客だった小野好恵は「開店当時、彼の店の前の看板には 50 年代のジャズと銘打たれ
ていた」こと、それがフリー・ジャズなどの前衛的なジャズが好まれる時代においては「ほとんど“反動
を売り物”にするような看板だった」ことを記している（小野好恵『ジャズ最終章』p21-22）。 





























ブレイキーを黒、ゲッツを白と色付けしながら語る村上の文章は、1960 年代から 70 年代の
日米において、ジャズが人種に基づき色分けされ受容されていたことを示唆している。テイ
ラー・アトキンスの Blue Nippon: Authenticating Jazz in Japan（『ブルー・ニッポン――日本にお
いてジャズを真正化すること』）は、人種に基づく分類法がいかに日米において構築されたのか
















のラルフ・グリーソン（Ralph Gleason）は 1968 年の論考に、ジャズの起源である「ブルーズは
黒人の音楽であり、白人はせいぜいそれを損なわせるか、最悪の場合盗むことしかできない。
いずれにせよ、白人はブルーズにたいする著作者人格権（moral rights）を持っていないのだ」

















































                                                                 












































































































































































5. 『ノルウェイの森』にみる 1960 年代と黒人ジャズの受容 
 
中上と村上が、日本人に黒人のジャズを真に理解できるのかという、いわば異文化理解をめ

































― 37 ― 





























                                                                 
6 公民権運動期以降のアメリカにおけるジョン・コルトレーンの一般的および文学的な受容については、
Jones, Howison, Monson を参考のこと。また、60 年代の日本におけるコルトレーン受容については、マイク・
モラスキーの『戦後日本のジャズ文化――映画・文学・アングラ』における「コルトレーン時代」という
セクションが詳しい（p150~156）。 
















































































世代が親になった 1990 年代後半を時代背景とはするものの、1990 年代においてもいまだに 60
年代という「時代の呪縛」から解放されることのない大人たちが登場する。とりわけカフカが
母親とみなす佐伯さんは、1960 年代後半の心的状況を色濃く反映する登場人物だ。『ノルウェ










































                                                                 
7 カフカが聴く音楽は 60 年代の作品が多く、『海辺のカフカ』に 60 年代的な色合いを付与している。たと
えば、カフカは幼い頃から図書館で 60 年代に人気となったビートルズやレッド・ツェッペリンを聴きなが
ら育ち（上巻 66）、森の中では MD ウォークマンで 1968 年にリリースされたクリームの『クロスロード』







で、カフカが 1990 年代における黒人音楽伝統の受容者として位置づけられていることが分かる。 



























                                                                 
8 ジャズの即興を Daniel Belgrad は「予め決められたことと未知のこと（“pre-established with unknown”）」
との融合であると呼び（199）、Keith Sawyer は「クリシェ」、「共有された構造」、「固定化された構造」の内
にて新たな創造を行う行為であると定義している。 









































よる『マイ・フェヴァリット・シングズ』の翻案である（Gates 1984, 291)。Ingrid Monson の Saying Something 
in Jazz は Gates の議論に基づきながら、より音楽学的観点から両ヴァージョンの比較を行っている。 
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